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Ⅰ 点字触読指導

社会福祉法人明日佳&長沼陽風会顧問
公益財団法人小野寺眞悟障がい者スポーツ振興会事務局長

公益財団法人北海道サッカー協会会長
鈴 木 重 男

1970年 北海道札幌盲学校奉職
(1972年冬季札幌オリンピック大

会)
中途失明生徒は、点字を触

読できず、カセットテープレ
コーダーに授業を録音して学
んでいた。試験は、口頭試問
か、問題を耳で聴いて、点字
で解答する方法で対応。

中途失明生徒
が、容易に点字
を触読すること
が可能となる学
習方法の開発が
必要と痛感。

点字は、
左の人差し指で

触読できるように
指導する。

右手は、転写で使う。
速読するため、

両手読みを指導する。

点字の基礎的知識

1970年 専攻科の中途失明生徒がテープレコーダー
で、教科学習

1971年 鈴木栄助氏と瀬尾政雄氏のお考えなどを踏
まえ、形が安定し、小1の5月に触読できた
「ア メ レ ア ウ イ ニ ク」から、触読指
導
寄宿舎夕食後、中途失明生徒5名と実践

1973年 幼稚部、小学部1年生の点字指導も開始、5
段階に分類。「点字は600分でマスターできる」

鈴木式点字触読指導法の工夫
当時、山形盲学校長鈴木栄助氏⇒点字は形だ
瀬尾政雄氏 小学部1年生の点字習得状況

1966年 盲心理研究第14 巻 入門期における点字読字能力の発達について
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鈴木式点字指導法 難易度順の配列

№
１

№
２

№
３

№
４

№
５

どなたかに声を出して読んでもらいましょう。 2頁

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課編「特別支援教育 №15」2004年※縦書を横書に変換
巻頭言 「専門性を育て磨き上げる」北海道立特殊教育センター所長 鈴 木 重 男
○専門性は消えるもの
また、次に赴任したB盲学校では、重複障害学級の授業で点字を使う盲児が

少ないので「どうして子どもたちに点字を指導しないのですか」と先生方に聞
いてみました。すると「この子たちは、重複障害児でまだ点字を学ぶまでの発
達段階には至っておりませんので、知的障害養護学校の教育課程に基づいた指
導をしています」となんの疑いもなく話し、その後も点字を指導するそぶりが
ありません。
私は、七月に入ってから、幼稚部と小学部重複障害学級の点字を使用すべき

子どもたち一人一人に対して、一人に2時間程度をかけて、子どもたちの手を
取って、ボディイメージや数概念、触覚による図形概念の形成状況などを調べ
てみました。
すると点字をすぐにでも指導できる子、着席しての対面指導が可能になれば

点字指導ができる子、手指の動きを統制できれば点字指導が可能な子などと判
断できる子どもたちが多くいました。
当然、この結果を担任に説明し、保護者にも伝えて、2学期からは、教育課

程を点字指導と点字の触読を可能にする教科指導を行うよう抜本的に変更しま
した。

もし視覚に障害のない幼児であれば、通常、3歳以前から親や祖

父母は絵本などを買い与えるなどして、また兄弟等との遊びによ
り、文字を読んだり書いたりする機会を持つことが出来る。この
ような意図的・無意図的な幼児への教育環境の中で、具体的に
は、赤や青などの色の名前が分かるようになる。また「大きい」
「小さい」が分かるようになる。さらに「○△□」の形が分かっ
て、面白がって顔なども描くようになる。同時に、この時期は、
多くの言葉とその意味が分かるようになってくる時期である。こ
のため視覚障害児には、意図的に、視覚に障害のない幼児と同等
の概念化が進むような教育的な環境や機会を持つよう、また触っ
て分かるような仕組みや聞いて分かるような仕組みを各家庭で対
応することが出来るよう取り計らうことが大事である。
その発達段階として、親の茶碗と自分の茶碗の大きさを区別す

ることができる。前後の印をつけたシャツやパンツを一人で着脱
することができる。手に乗せた5個くらいのお菓子を数えること

ができる。靴の左右を外側のふくらみの状態や印などにより理解
して間違えずに履くことが出来るなどの段階であればOK。

点字指導は何歳から 2頁

視覚障害児の点字触読の基盤を整える
弁別学習 意図的系統的に 3頁

○図形弁別 ○重量弁別 ○大小弁別
○長短弁別 ○角度弁別 ○形態弁別
○図形弁別 ○粗滑弁別 ○硬軟弁別
○乾湿弁別 ○太細弁別 ○厚薄弁別
○温度弁別 など
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「ア」と「メ」の点字を使った遊びを工夫 3頁
課題が出来たらほめる 何よりもほめることが大事

点字触読指導3原則
読みましょう。

・易から難への原則
・ドリルの原則
・個別化の原則

4頁

PDCA マネジメントサイクルが大事 5頁・17頁

本時の指導計画
点字教材

その日の指導実践無意味つづりによる
定着度のチェック

支持の指導計画
点字教材

無意味つづりの
活用

あ
a
●

め
me
●●
●●
●●

れ
re
●●
●●

ふ
fu
●●

●●

う
u
●●

い
i
●
●

に
ni
●
●
●

く
ku
●●

●

a me
● ●●

●●
●●

fu re
●● ●●

●●
●●

鈴木重男 「視覚・聴覚・言語障害の医療・療育・教育」改訂２版 l金芳堂 ８３頁より引用

難易度1段階の指導 5頁
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単語 ： あめ、あう、あに、あく、めいれい、
ふく、にく、くに、いく、いう、うめ

文章 ： あめに あう。あに めいに あう。
うめ にく あめ くう。
めいれいに うめく あにに あう。等

5頁

幼児期からのパーキンスブ
レーラーによる触読・打字の
連動的指導

パーキンス製片手打ちキーセット

点字指導 盲幼児に対する補助具 6頁

ブレイルメモスマート
BMS16

点字初期指導の入力は、音声フィードバック機能が望ましい

触読可能文字を組み合わせて単語、短文を作ります。
点字シートと録音機器の音声を連動させます。

演習
1段階の「あめれふういにく」
と2段階の「こ か お よ」
を用いて、単語と短文を作って
みよう。
〇この段階では、ママの名前「ミツエ」の「み」を読み
たいという子もいます。その場合は、「み」を指導して、
習得文字と組み合わせます。

6頁
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鈴木重男2011金芳堂「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育 改訂２版

点字指導 足の裏を床に付け、膝は90度

・足・脚を
ブラブラさ
せない。
・聞き耳を
つくらない
よう、留意
する。

7頁

点字指導

両手読みは、左右の手の分担による

8頁

草島時介「点字読書と普通読書（秀英出版 昭和５８年）」より引用

両手読み 左右の人差し指の分担

・1日1枚の学習シートで、繰り返しドリルする（大体2回～3回）。
指導者が録音テープ教材を作成する場合の注意点としては、マスから次のマ

ス空けまでを、ひと続きに読み、1点字1点字毎の逐語読みは、けっしてしない
ことである。
・盲児の点字触読をしている時の姿勢と触読動作、特に左手の人差し指と右手
の人差し指の動かし方には特に留意して、正しい両手読みが可能になるよう、
また生涯にわたって正しい美しい姿勢で、速く点字を触読出来るようになるよ
う注意する。
・次に、指導者の録音テープ教材で、楽に触読出来るようになった繰り返しの
指導の後、盲児自らが録音テープに触読している文章を吹き込む。
その時、指導者はその読み始めから読み終りまでの時間を測定し、その学習

シートの字数（濁音等は2マスを使用しても１字とする。）で計算した毎分速
度を、毎日、継続的に記録して、グラフ化しておくとともに、この毎分速度を
常に盲児に知らせ、触読速度向上への励みとする。
・実際の触読速度を測るときは、初見の点字シートを用いて、毎分の触読速度
を計算する。
この時、点字シート作成の基になった冊子名などは毎分速度ともに記録して

おく。

触読速度の向上指導 8頁
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点字学習の時間的耐久性がある
盲児に対する指導

B4大点字紙を特製して、同様の指導を行う。
上記の時間的耐久性が低い盲児も学習への時間
的な耐久性が高まるにつれ、この大きさの点字
紙に切り換える。学習教材としては、字数500～
600字程度の小学校1年生程度の内容の物語が最
適である。
点字の触読指導においては、どの段階もそうであ

るが、指導者は、機械的な指導にのみに専念せず、
盲児に対して愛情を注ぎ込み、常に励まし、さらに
高い触読速度等を得ることができるよう、指導する
ことが大事である。

9頁

書きの指導 9頁

・点字学習シートを指導者の録音テープ教材でド
リルした後、盲児自らがテープに吹き込む。
（「ベーステープ」の作成）

・ベーステープを聞きながら、学習シートを触読
して、自己チェックする。
・ベーステープを聞きながら、表打ち器で、点字
をタイピングする。
・ベーステープを聞きながら、盲児自らがタイピ
ングした点字シートを自己点検する。
・この4つの内容を1サイクルとして繰り返す。

小学部1年生の指導事例 10頁

・他に3名の小学部1
年生児を同時に名指
導。
・他児の指導記録は
散逸。
・本児は、平均的な
習得時間。

中学2年生への校長室での指導事例 11頁
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高等部生徒への養護・訓練室での指導事例 12頁～

事故による両眼破裂者への校長室での指導事例 16頁～

北海道札幌盲学校
岡田吉生先生と共
に開発した平仮名の
難易度別指導法で
ある。
基本的考え方は、

点字触読指導法と
同様の簡単なパター
ンから複雑な形に、
習得文字を活用して
未習文字をとの考え
からである。

普通文字の指導 例:日本のひらがな

i ko ri ni ke ta shi mo

koi koi Niko
niko

take mori moshi
moshi
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普通文字の指導 箸の持ち方

盲児に筆記用具を
正しく持たせるため、
お箸を正しく使用す
ることができるよう
留意する。

お箸を正しく持っ
た時、下側のお箸を
抜いた持ち方が、筆
記用具の正しい持ち
方になっている。

６点漢字
東京 長谷川貞夫先生

例（音読みが１音節の場合
５６を前置して音＋訓の最初の音節）

価 夏
カ＋あ ● ● カ＋な ● ●

● ●
● ● ● ● ●

漢点字(8点漢点字 0と8の点)
大阪 川上泰一先生
例（キは木と木偏）

木 林＝木＋木 森＝木×３
●● ● ● ● ●
● ● ● ● ●●
● ● ● ●

● ● ● ●

例（フは女と女偏、ウは家とウ冠）
女 家 嫁＝女＋家

●● ●● ● ●
●● ●● ●● ●●

●● ●●



北海道旭川盲学校研修会 平成１７年６月１７日

1

Ⅱ 早期教育
(触察、言語、空間概念等)

社会福祉法人明日佳&長沼陽風会顧問
公益財団法人小野寺眞悟障がい者スポーツ振興会事務局長

公益財団法人北海道サッカー協会会長
鈴 木 重 男

上図は、柏崎市教育委員会ホームページより引用https://www.city.kashiwazaki.lg.jp/gakushu_suishin/kyoiku/shogai/gakkoshien/gakkoshien.html

安定した家庭 心をはぐくむ場所
耳で見る力 手で読む力 頭で歩く力

家庭と学校、関係機関等の協働

母親
父親
兄弟姉妹
保健師
幼稚部教師
おじいちゃん
おばあちゃん
ペット

安定した家庭 心をはぐくむ場所
耳で見る力 手で読む力 頭で歩く力

家庭と学校、関係機関等の協働

●生命の誕生するところ

●幼い生命を守り育てるところ

●人間として社会人としての徳性や知恵や諸能力の

基本を教えるところ

●いこいと安らぎの心のふるさとであるところ

●あすの活動力の源泉であるところ

1頁

安定した家庭 心をはぐくむ場所
耳で見る力 手で読む力 頭で歩く力

家庭と学校、関係機関等の協働 1頁

普通
の

家庭

肌の
ぬくも
り

父母の
役割分
担

物の
みさせ
方

移動
能力

触察

留
意
事
項



北海道旭川盲学校研修会 平成１７年６月１７日
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安定した家庭 心をはぐくむ場所
耳で見る力 手で読む力 頭で歩く力

家庭と学校、関係機関等の協働

肌
の
ぬ
く
も
り

安定した家庭 心をはぐくむ場所
耳で見る力 手で読む力 頭で歩く力

家庭と学校、関係機関等の協働

親
の
役
割
分
担

安定した家庭 心をはぐくむ場所
耳で見る力 手で読む力 頭で歩く力

家庭と学校、関係機関等の協働 1頁

物
の
見
さ
せ
方

安定した家庭 心をはぐくむ場所
耳で見る力 手で読む力 頭で歩く力

家庭と学校、関係機関等の協働

移
動
能
力
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安定した家庭 心をはぐくむ場所
耳で見る力 手で読む力 頭で歩く力

家庭と学校、関係機関等の協働

触
察
能
力

安定した家庭 心をはぐくむ場所
耳で見る力 手で読む力 頭で歩く力

家庭と学校、関係機関等の協働

応
答
す
る
環
境

視覚に障がいのある子供たちの言葉や概念形成のために最も求め
られることは、親と子供の「応答する環境」を常に心がけることです。
そのもっとも基盤になるのは、肌と肌の接触による「応答する環境」で

あったり、声と声の対応による「応答する環境」です。
応答する環境は、視覚障がい児が自ら発する行動への親や指導者

の即時の具体的な行動です。例えば、泣いたらそばに行き、「どうした
のどうしたの」と言いつつ、抱っこしてあやす。おしっこやうんちなど、お
むつが汚れた時は、親が与える食事やおっぱいの時間間隔で分かる
ようになってくるので、「うんちかな、おしっこかな」と言いつつ、おむつ
を替えます。
子供の泣き声や泣き方で子供が要求することが分かってくるようにな

る。これは、立派な言葉のやり取りです。
視覚障がい児の言葉の発達は、このような具体的な行動のやり取り

として、徐々に意味づけされて、概念が広がって発達するのです。

3頁

安定した家庭 心をはぐくむ場所
両親の役割分担

中野泰志先生 慶應義塾大学 「弱視児の教育的な視機能評価と配慮」
nakanoy@hc.cc.keio.ac.jphttp://web.econ.keio.ac.jp/staff/nakanoy/article/LowVision/assessment/index.html より

視
力
の
理
解

3頁
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（０．３×見分けたものまでの距離ｍ単位）

（見分けたものの長さｍｍ単位）

（０．３×１）

（１５）

推定視力
０．０２

行動観察による視力の推定 女児Aの移動能力向上1988.4.28 2歳11月 4頁

一日の生活リズムの状態
1日24時間30分

遠城寺式乳幼児分析的発達検査
(点線：2歳11ケ月 実線：3歳6ケ月) 

安定した家庭
心をはぐくむ場所

4頁

盲重複障害児への歩行
・手で支持

・不安定物で支持

・不安定時には介助

・階段昇降

・音・音声への目的的歩行

7
ケ
月
間

5頁

並行指導

指導仮設
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女児A相談終了時の実態1989.1.19 3歳8月 触察能力の向上

①指先を傷つける部分がないか事前の確認
②じっくり触らせるように、十分な時間を用意
③全体の大きさを把握してから細部へと進める。
④手を伸ばした範囲から手を伸ばしても届かない範囲の
物へ拡大
⑤基点を決め、常に基点からの距離や方向を意識
⑥ごわごわ、つるつるなど、肌触りの違いの言葉
⑦部分的、断片的な触察から全体のイメージを。
⑧感じ方を、お互いに伝え合う
⑨においや温度、堅さ、反響音、周囲の空気の変化等
⑩体の部位、特に両手を広げた長さ、片腕の長さ、親指
と小指の間の長さ、親指と人差し指の間の長さなど

6頁

1.  ボディーイメージ要素
2.   方向概念要素
3.   対音源歩行要素
4.  音源軌跡要素
5. 歩行軌跡要素
6. 対風、対太陽に対しての身体の方向づけ要素
7.   空間構成物の関係把握要素
8.   白杖探索要素
9.   白杖操作要素

10. 歩行標識と点地図作成要素
11. 読図歩行要素
12. 雪路白杖操作要素

体の中

手の中

頭の中

6頁

オリエンテーション能力
体の中の地図 手の中の地図 頭の中の地図

6頁
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東広島市の地図概念を
幼児期から

～道具箱の工夫～

志和 福富 豊栄

八本松 高屋 河内

黒瀬 西条 安芸津

志和 福富 豊栄

八本松 高屋 河内

黒瀬 西条 安芸津

歩行の発現

オリエンテーション能力

運動能力

歩行意欲

白杖操作能力 単独目的歩行を実現させるための一能力(方法)

安全で
確実な

単独目的歩行

歩行の基礎能力

7頁

手での作業
点地図の作成
距離、方向、地名

ボディイ
メージ

・部位名
・動作名
・絶対的

方向
・相対的

方向

Mental  
Rotation
心的回転

体の中の地図 手の中の地図 頭の中の地図 12の要素 7頁

1 ボディイメージ要素
① 自分の体の部位の名称
② 他人の体の部位
③ その場での動作
2 方向概念要素
① 5方向
② 9方向
3 対音源歩行要素
① 前方音源
② 8方向音源
4 音源軌跡要素
① 軌跡板による操作
② 交差点のモデル学習
③ 軌跡ルートの読図
5 歩行軌跡要素
① 軌跡板による操作
② 読図歩行
6 対風、対太陽に対しての身体
の方向づけ要素
① 対太陽
② 対風

7 空間構成物の関係把握要素
①教室内
②校舎内
③学校内

8 白杖探索要素
①白杖は何かを見つけてくれる

9 白杖操作要素
①タッチ・テクニック、

スライド・テクニック、
ショート・テクニック

②ダイアガナル・テクニック
10 歩行標識と点地図作成要素
①学校周辺
②地域

11 読図歩行要素
12 雪路白杖操作要素
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1～8要素 具体的な指導

1 ボディイメージ要素
① 自分の体の部位の名称
② 他人の体の部位
③ その場での動作

2 方向概念要素
① 5方向
② 9方向

3 対音源歩行要素
① 前方音源
② 8方向音源

4 音源軌跡要素
① 軌跡板による操作
② 交差点のモデル学習
③ 軌跡ルートの読図

5 歩行軌跡要素
① 軌跡板による操作
② 読図歩行

6 対風、対太陽に対しての身体の方向づ
け要素
① 対太陽
② 対風

7 空間構成物の関係把握要素
①教室内
②校舎内
③学校内

8 白杖探索要素
①白杖は何かを見つけてくれる

8頁～16頁

昭和４５年当時の盲児の歩行姿勢

タッチ・テクニック Touch technique
・白杖の接地地点 ：２歩前方分の距離とする。
・振り幅 ：肩幅
・白杖接地リズム ：足の接地リズムと同じリズム
・白杖の接地方向 ：対足側に白杖を接地する
・白杖操作 ：柔らかな手首の操作
・処方された白杖：歩行能力、身長、歩幅により長さを決定
・閉じた技能としての定着化
・白杖からの入力情報と他感覚器官を通した情報を、総合的に同時

処理化

盲児の
柔かく、

しなやかな
りきみのない

姿勢が
エコーロケーションの
向上につながる。

ダイアガナル・テクニックDiagonal technique
◎使用方法
・体の正中線に対して白杖を斜めに操作
・手首をかえす型 ・ペン型 ・握りバシ型

◎使用される情況
・物体の認識時 ・ヒューマンガイド時 ・段差等の確認時
・ガイドラインに沿って歩く時 ・目的方向の人の流れに沿って歩く時
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接地角度 白杖の

落下力

下方物体の

検出

腹部防御の

高低

下方物体発見

距離

30度 大 小 低 遠

45度 中 中 中 中

60度 小 大 高 近

①視覚障害者のシンボル機能

②路面（凹凸等）情報の入力機能

③下方障害物の防御機能

9～12素 具体的な指導

16頁～18頁

点
地
図
の
作
成
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Ⅲ 重複障がい教育

社会福祉法人明日佳顧問
社会福祉法人長沼陽風会顧問

公益財団法人小野寺眞悟障がい者スポーツ振興会事務局長
公益財団法人北海道サッカー協会会長

鈴 木 重 男

1 中学部女子生徒への指導実践記録

2 幼稚部3歳男児の指導実践記録

指導方針の決定

鈴木は、平成8 年1996 年、北海道札幌盲学校中学部教
頭時、1 年間、全盲で、掴まる手掛かりがなければ一人で

立つことができず、自立歩行がほぼ困難な女子中学部生
徒の指導を週2 時間担当した。

平成8 年4 月10 日にその第1 回目の指導を行い、その記

録を基に、当該生徒に対して、手の温かみを通した手と手
を触れ合うことを前提とした、次の指導方針を決めて指導
した。

次は、その指導の記録を整理したものである。この記録
は、自分自身の指導方針をブレずに1 年間続ける指針に

するとともに、保護者にも同じ思いを持って対応してもらい
たいとの願いから記したものである。

1頁 1頁
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1頁 1頁

1頁

(2) 指導経過等の整理
平成9年度の当該重複生徒の指導経過等

は、縦軸に指導項目、横軸に時間軸として
次の表として整理した。
指導記録は、整理して初めて価値あるも

のに変化するものである。
価値とは、当該対象児の成長の証であり、

保護者と共に成長発達を喜び合うための
ツールであり、かつ次の指導者に引きつぎ、
当該児の成長発達をより高めるためのツー
ルである。

2頁
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2頁 3頁

4頁 (3) 1単位時間の記録
視点を定めた記録はとても重要である。

自身の指導実践を振り返り、かつ何より
も指導対象児の成長を認め、誉めること
ができる具体的な証である。
この成長の証は、重複障がい児の保護

者の努力の証でもあり、当該児を中心と
して、教師と保護者、すべての関係者が
お互いを認め合い、喜び合える具体的な
資料となることから、必ず、指導後、当
該指導時間の記録を整理するよう心掛け
なければならない。

5頁
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5頁 6頁

7頁 2001年、旭川盲学校長時 3歳8ケ月
「ヘレンケラーが来た」「幼稚部で対応できない」
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4月から3ケ月間 校長室等で指導 8頁

8頁 8頁
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8頁 9頁

10頁 10頁
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10頁 11頁

11頁 11ケ月後
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最も良い教師は、子どもと共に笑う
最も悪い教師は、子どもを笑う

A．S．Neillアレクサンダー・サザーランド・ニイル 1883－1973

家庭
と

共に

重複障がい教育の指導の視点 Ⅰ

できることを、
さらに、できるように

活用し、広げ、

深める

教育内容 ： 同一性
Top down

生活指導は、トップダウンで

教育方法 ： 個別性

分かる喜び、自己肯定感を高める

Bottom up
学習指導は、ボトムアップで

障害の有無を
超越した

不易の内容

成果の累積で、成果の証を確認する

障害の状況を
踏まえた

個別の方法

重複障がい教育の指導の視点 Ⅱ

1多視点の実態把握
2できるところを探す
3指導する、記録を整理する
4指導の改善を図る

盲児との50年間の学び

盲児のできることを、一生懸命、
探し、できたら認め、誉める。

できないことはない、指導しないだけ

できることを活用し、応用・発展させ、
自主自立を促す。

専門的教育で、障がいのない人と
何ら遜色ない社会生活を

盲児は、将来、営むことができる。
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Ⅳ 盲児の体育・スポーツ

社会福祉法人明日佳顧問
社会福祉法人長沼陽風会顧問

公益財団法人小野寺眞悟障がい者スポーツ振興会事務局長
公益財団法人北海道サッカー協会会長

鈴 木 重 男

目次

1 盲児の体育・スポーツ

2 盲児は、何故、運動できるか

3 盲児のInclusive体育・スポーツの具体例

体育・スポーツは、他の競技者と競
い合うことで感受される、勝つ喜び、
負ける悔しさ、向上するための努力な
ど、人間関係を広げ、深める社会性の
育成への寄与や、児童生徒個々の自己
叱咤による努力することで心身の強靭
さの育成にも寄与する大切な教育活動
である。

体育・スポーツの意義

盲学校の体育では、担当
する教師に、盲児が参加
することができる体育活
動・スポーツを数多く開
発・工夫等することが特
に求められる。

盲学校に求められることは？
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盲児体育活動の視点は？

１９７２年、私は日本ライトハウスで開
催された「感覚機能向上にかかる研修会」
で、約1ケ月間、研修しました。当時、私と
同年で同所に訓練生として入所していた全
盲の日比野清(現在、同法人理事)氏に普通
卓球の試合をして負けました。これが、私
の盲学校体育を考える視点となりました。
その視点は、盲児が普通児に勝つ喜びを

知るための体育活動です。

日比野 清 先生

前陣速攻
鈴木のラケットに当
たる球と卓球台に
当たる球の音を聞
いて、即座に反応

鈴木は、ラバーの張っていないラケットを使用。

サーブ時や返球時には、卓球のラケットと球がぶつ
かる音がするよう。

卓球

Closed‐skill連続

音刺激
鈴木打撃「kathu」
球卓球台「konn」

「konn」
日比野 球的
位置 同定

日比野「Smash」

2 盲児は、何故、運動できるか
閉じた技能

○運動感覚的フィードバック、固定された環境
内での身体使用を含むが、必要とされた行動
の予測が極めて持ちやすいのが特徴

○反復行動によって、基本的技能又は習慣的
技能を習得させていく
○環境からは独立している

○身体像の形成、自己を中心とした空間の評
価、空間軸の形成、身体移動のための基本的
習慣形成が主なテーマ
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開いた技能

○予測不可能な流動的な環境への対応で、何
らかの反応を強制されてくる刺激の中で変化
に応じた対応が求められる
○身体各部の調整力

○体重・パワー・重心の位置と運動感覚の協
応

○主体と外的事物との時間的・空間的（距離
的・高度的・方向的）関係の把握

サッカー

Open‐skill

Ball

人の動き

↓

Closed-
skillの連続

動的環境

卓球の指導方法は？

べニア板 40㎝×30㎝

団扇のような大型ラケット ラバーを外した普通のラケット

普通高等学校体育大会 サッカー
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北海道高等盲学校 サッカー

盲児の体育・スポーツ活動において、
もっとも重要なことは、運動動作・フォー
ムの指導

a 言語によって
b 直接体に触れて修正（後ろから）
c 指導者の体に触れさせて
d モデル人形を触れさせて

盲児体育・スポーツ活動の重要ポイント

動作イメージ
人形と可動マネキン

動
作
イ
メ
I
ジ

中国

身
体
軸

縦
軸
の
捻

左
右
の
平
衡
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佐藤智美選手（２５）
視覚障害 Ｔ１３クラス(視力０．１以下)

IBSA世界大会ソウル 100m 第2位2015

中国語

体幹を鍛えることで体のバランスが安定した。

走る方向が左に寄る癖があったが、自分の
体を理解し、まっすぐ進めるようになった

福島民報 27.7.7 http://www.minpo.jp/news/detail/2015070723910

佐藤選手の身体軸 顔左向き

教卓は、教室の前後に

顔の向き(利き耳、利き眼)、姿勢のゆがみ→歩行偏差

「古河氏盲唖教育法」（京都府立盲学校創立百周年記念事業委員会編）より引用

140年前

50メートル、100メートル走 目標方向に断続音

100メートル走
音源の使用 断続音源
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中国語

間歇聲音ロケーターに 指向性をメガホン状の筒を取り付ける

3 盲童的Inclusive體育的具體例

歩行偏差

中国語

人はなぜ曲がりますか？

長距離走
〇日本盲人マラソン協会の競技規定では、
伴走者は定められた形状のロープを使用し
て視覚障害者ランナーの伴走を行なう事に
なっている。
〇介助者は、鈴を2、3個ポケットに入れ、

前走するか、肘を軽く接触するようにして併
走（生徒の腕は・自由に振らせる）する。

長距離走

走り幅跳び
跳ぶ方向に音源をセットして
〇短助走で踏み切らせる。

〇踏み切の数歩前（決めておく）に、特色
あるマットを敷く。

〇踏み切りの数歩前に接点スイッチを
持った横バーを置き、通過すると音刺激
が出るようにする。

走り幅跳び
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走り高跳び
短助走で行わせる。ベリーロールや背面跳びのように、バー
のそばで踏み切る形がやりやすい。

砲丸投げ、円盤投げ
投げる方向に音源をセットする。さらに押し出す角度を指導
するために、竹バー等の先に鈴をつけて指導する。

走り高跳び 韓國江原明震学校 跆拳道1

韓國江原明震学校 跆拳道2

水泳
音源とコースロープを用いると一人で自由にこ
なせる。現在プールサイド数m前にあぶくを放

射する装置を持ったプールも出てきているので、
この場合クロールのフリップターンも指導しや
すくなる。

水 泳
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スケート（アイス、ローラー）
アイススケートでは、前走者等の蹴る靴の刃の
音を活用する。ローラースケートも同様に前走
者の靴のローラーと床面の音を活用する。

スケート ローラースケート

バレーボール(クイック攻撃)
盲児はジャンプして、腕を振り下ろす。教師は、振り下ろし

た手にボールをトスする。

バスケットボール(ハンディキャップルールを設定)
特別ルールを設定する。盲児がボールに触れたらゲーム

をストップする。ゲームストップの中、盲児は5歩までドリブル
ができる。盲児のショートでゴールボードに触れたら2点、リ
ングに触れたら3点、リング内に入ったら5点。

バレーボール バスケットボール

音響ブザー

アルペンスキー
〇前をバックのプルークで滑り、指示する。
〇後ろから指示する。
〇パラレルになって横で指示する。
〇前を音源をもって滑る。

アルペンスキー

クロスカントリー・スキー
溝に沿って滑ることができる。ただし急な下り坂は、

生徒と共同してプルーク（内側の膝、肩をくっつけ、
内側のスキーと靴もくっつけて、両者の外側のス
キーで行う）姿勢を形作る。

ノルディックスキー中国語
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3 盲童的Inclusive體育的具體例

レスリング すり足 耳で見ることができる
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視覚障がい教育の留意 

元盲学校教員 鈴 木 重 男 

1 学ぶ 

  → 視覚障がい児の実態を丸ごと受け止める。 

  → 視覚障がいのない幼児児童生徒との共通点は無限にある。 

  → 指導内容・方法は、視覚障がい児が教えてくれる。 

  → 家庭でできることを学校でもできるようにする。 

 

2 決意する 

  → 視覚障がい児に全身全霊をかける決意をする。 

  → 仮説から当該児に合わせた指導方針を決める。 

  → 指導方針を決めるがその指導方針にとらわれない。 

  → マニュアルを学ぶが自分流のマニュアルを作る。 

 

3 考察する 

  → 指導記録を客観的に評価可能になるよう工夫する。 

  → 指導記録を整理する。 

  → 整理した資料を一覧に再整理する。 

  → 一覧に整理した資料を項目化する。 

 

困ったときは、視覚障がい児を「真似る」「呼吸を合わせる」 

 → 今、できることを真似てみる。 

 → 「あ」と発語できる児に「あ」と返す。 

 → 「あ」と返して、同時に触れてみる。 

 → 同じことを何度か繰り返す。 

 → 子供の反応、顔、呼吸、手足をよく観る。 

 → 子供が指導内容・方法を教えてくれる。 

 → 指導内容・方法が明確になる。  
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